
諸
賢
の
御
批
判
を
仰
ぎ
た
い
と
思
う
。

一
、
は
じ
め
に

平
安
時
代
初
期
に
わ
が
国
で
諸
国
に
伝
承
さ
れ
た
薬
方
を
集
め
て
、
大
同
三
年
（
西
暦
八
○
八
）
に
撰
進
さ
れ
た
も
の
が
『
大
同
類
聚
方
』
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
書
の
古
写
本
は
現
存
せ
ず
、
現
存
す
る
写
本
刊
本
は
全
て
江
戸
時
代
以
降
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
内
容
体
裁
か
ら

（
１
）

見
て
も
現
存
の
『
大
同
類
聚
方
』
は
偽
書
で
あ
る
と
富
士
川
等
に
よ
っ
て
夙
に
断
定
さ
れ
て
い
る
。
史
料
的
価
値
が
疑
問
で
あ
る
為
に
以
後
あ

ま
り
医
史
学
の
研
究
対
象
と
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
平
安
時
代
の
原
作
で
な
い
と
し
て
も
全
く
無
価
値
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
疑

（
２
）

間
は
疑
問
と
し
て
研
究
す
る
価
値
は
あ
る
も
の
と
思
考
す
る
。
こ
の
程
、
槙
佐
知
子
氏
が
こ
の
書
の
諸
本
を
校
勘
し
詳
細
な
注
解
を
施
し
て
上

梓
さ
れ
た
こ
と
は
大
変
な
労
作
で
あ
っ
て
、
全
幅
の
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
書
が
一
般
に
も
近
つ
き
や
す
い
も

の
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
著
者
が
医
師
で
な
い
為
も
あ
っ
て
か
、
病
名
の
解
釈
に
つ
い
て
は
不
充
分
な
点
も
見
受
け
ら
れ
る
。

筆
者
は
わ
が
国
の
疾
病
史
に
い
さ
さ
か
関
心
を
寄
せ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
注
解
本
の
う
ち
、
特
に
麻
疹
と
痘
瘡
に
か
か
わ
り
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
部
分
を
具
に
読
永
、
得
る
所
が
あ
っ
た
と
思
う
の
で
、
そ
の
検
討
結
果
を
発
表
し
て
、
槇
氏
の
再
検
討
を
願
い
、
ま
た
大
方
の

流
布
本
『
大
同
類
聚
方
』
に
お
け
る
麻
疹
と
痘
瘡

繩
碑
罐
樫
琴
雑
録
壁
毒
雄
罐
症
号
綱
和
六
十
年
九
月
十
二
日
受
付

中

村

昭
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一

こ
の
『
大
同
類
聚
方
』
は
巻
之

げ
る
の
は
巻
之
八
十
五
で
あ
る
。

原
文
は
漢
字
ば
か
り
で
書
か
れ
て
い
る
が
漢
文
で
は
な
く
、
送
り
仮
名
や
助
詞
の
部
分
を
小
さ
い
漢
字
（
い
わ
ゆ
る
万
葉
仮
名
）
で
書
い
た
宣

命
体
が
主
体
で
あ
り
、
そ
の
他
、
漢
文
の
語
法
を
取
り
入
れ
て
送
り
仮
名
を
省
略
し
た
中
世
の
日
記
体
の
よ
う
な
文
体
の
所
も
あ
る
。
槇
氏
は

こ
れ
ら
を
仮
名
ま
じ
り
文
に
書
き
下
し
て
い
る
の
で
、
以
下
本
文
を
引
用
す
る
時
に
は
、
先
ず
こ
の
仮
名
ま
じ
り
文
を
掲
げ
、
必
要
に
応
じ
て

う
み
づ
り
く
さ

宇
美
豆
利
久
差

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
見
出
し
の
下
に
い
く
つ
か
の
小
見
出
し
が
あ
っ
て
、
薬
名
、
由
来
、
適
応
症
、
処
方
の
順
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

槇
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
の
和
名
の
病
名
が
現
在
の
何
の
疾
患
に
相
当
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
断
定
的
な
書
き
方
は
避
け
て
お
ら
れ
る
が
、
一
応
、

の
け
ほ
ろ
し
や
み

い
も
か
さ
や
み
い
も
画
く
み

す
ぱ
み

う
み
づ
り
く
さ

乃
介
保
呂
之
也
民
は
発
疹
性
疾
患
と
し
、
以
母
加
差
也
美
、
以
母
奴
久
美
三
日
、
寸
波
美
三
日
は
水
痘
と
し
、
宇
美
豆
利
久
差
は
天
然
痘
と
さ

の
け
ほ
ろ
し
や
糸

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
筆
者
は
乃
介
保
呂
之
也
民
は
麻
疹
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
全
て
痘
瘡
す
な
わ
ち
天
然
痘
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

こ
の
書
を
検
討
し
て
見
て
、
作
者
が
各
疾
患
の
病
態
を
意
外
に
正
確
に
記
述
し
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
こ
の
書
が
そ

れ
程
古
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
と
も
か
く
原
文
の
記
載
の
順
序
に
従
っ
て
検
討
し
、
私
見
を
述
べ

原
文
を
参
照
す
る
こ
と
に
す
る
。

た

い
0

す
ぱ
み

寸
波
美
三
日

い
も
か
さ
や
み
い
も
ぬ
く
み

以
母
加
差
也
美
、
以
母
奴
久
美
三
日

の
け
ほ
．
ろ
し
や
承

乃
介
保
呂
之
也
民

こ
の
巻
に
は
次
の
中
見
出
し
で
病
名
が
示
さ
れ
て
い
る
。

一
か
ら
十
三
ま
で
が
用
薬
部
、
巻
之
十
四
か
ら
百
ま
で
が
処
方
部
と
な
っ
て
お
り
、
本
稿
で
筆
者
が
取
り
上
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が
あ
る
。

（
月
喰
）

ま
た
、
原
南
陽
の
『
医
事
小
言
』
は
痘
瘡
と
麻
疹
に
つ
い
て
詳
し
い
が
、
〈
シ
カ
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

●
●
●
●

「
畿
内
及
西
国
ニ
テ
ハ
稲
麦
ノ
芒
ヲ
モ
ハ
シ
ヵ
ト
云
ウ
。
物
ノ
イ
ラ
イ
ラ
ス
ル
コ
ト
、
喉
ノ
イ
ガ
ラ
キ
ヲ
モ
ハ
シ
カ
イ
ト
云
ウ
・
」

は
し
か

の
げ

つ
ま
り
、
麻
疹
と
は
稲
麦
の
芒
（
ハ
シ
ヵ
）
が
喉
や
皮
層
に
つ
い
て
、
は
し
か
く
感
じ
る
よ
う
な
疾
患
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
南
陽
は
ハ

シ
ヵ
と
い
う
病
名
の
早
い
使
用
例
と
し
て
鎌
倉
時
代
の
『
頓
医
抄
』
を
あ
げ
て
い
る
。

（
戸
、
）
カ
セ
ホ
ロ
シ

な
お
、
ノ
ヶ
ホ
ロ
シ
の
ホ
ロ
シ
と
は
発
疹
性
疾
患
の
こ
と
で
あ
り
、
平
安
時
代
の
『
医
心
方
』
に
は
隠
轄
と
い
う
病
名
が
見
え
て
い
る
。
ま

か
さ
ほ
ろ
し
や
み

た
こ
の
『
大
同
類
聚
方
』
に
も
巻
之
十
八
に
加
差
甫
呂
之
也
美
と
い
う
項
目
が
あ
る
。

（
６
）

ノ
ヶ
ク
サ
の
ク
サ
と
い
う
の
も
発
疹
性
疾
患
の
総
称
で
あ
る
。
こ
れ
は
筆
者
が
第
鏥
回
日
本
医
史
学
会
総
会
に
お
い
て
発
表
し
た
よ
う
に
、

ク
サ
と
カ
サ
は
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
ク
サ
の
方
が
軽
い
発
疹
に
用
い
ら
れ
る
。

し
か
し
、
ノ
ヶ
ク
サ
又
は
ノ
ヶ
ホ
ロ
シ
と
い
う
病
名
は
他
の
古
典
に
見
当
ら
ず
、
真
に
古
語
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
。

さ
て
麻
疹
と
い
う
病
気
が
い
つ
頃
か
ら
あ
っ
た
か
は
も
ち
ろ
ん
定
か
で
な
い
が
、
古
く
は
痘
瘡
と
混
同
さ
れ
や
す
か
っ
た
。
わ
が
国
の
文
献

（
７
）

で
は
奈
良
時
代
か
ら
そ
れ
ら
し
い
記
載
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
続
日
本
紀
』
に
天
平
九
年
（
七
三
七
）
四
月
に
疫
瘡
と
い
う
名
称
で
次
の
記
事

り
と
い
え
り
。
」

「
太
宰
府
管
内
諸
国
疫
瘡
時
行
。
百
姓
多
死
。
詔
奉
二
幣
於
部
内
諸
社
一
以
祈
祷
焉
。
又
賑
二
伽
貧
疫
之
家
一
。
並
給
二
湯
薬
｝
療
し
之
。
」

．
（
○
。
）

こ
れ
が
ど
う
し
て
麻
疹
だ
と
わ
か
る
か
と
い
え
ば
、
こ
の
直
後
に
公
布
さ
れ
た
官
符
の
文
章
が
拾
芥
抄
等
の
文
献
に
残
っ
て
お
り
、

の
け
ほ
ろ
し
や
麩

筆
者
は
乃
介
保
呂
之
也
民
は
麻
疹
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
次
に
そ
の
判
断
の
根
拠
を
述
べ
る
。

へ
句
０
）

富
士
川
の
『
日
本
疾
病
史
』
の
麻
疹
の
項
に
次
の
文
が
あ
る
。

コ
説
に
麻
疹
の
古
名
は
ノ
ゲ
ク
サ
又
は
ノ
ゲ
ホ
ロ
シ
な
り
。
ノ
ゲ
は
ノ
ギ
に
し
て
芒
刺
の
義
、
後
世
に
ハ
シ
カ
と
い
う
と
そ
の
意
同
一
な

二
、
麻
疹
の
名
称
と
性
質

あ
か
も
が
さ

赤
斑
瘡
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と
い
う
名
称
で
麻
疹
の
病
状
を
次
の
よ
う
に
正
確
に
把
握
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
凡
是
疫
病
名
二
赤
斑
瘡
一
。
初
発
時
既
似
二
痘
疾
一
。
未
し
出
前
臥
床
之
苦
、
或
三
四
日
。
瘡
出
之
間
、
経
二
三
四
日
一
、
支
体
肺
臓
大
熱
如
レ
焼
。

当
二
是
之
時
一
、
欲
し
飲
二
冷
水
一
、
固
忌
。
莫
し
飲
。
瘡
又
欲
し
癒
、
熱
気
漸
息
、
痢
更
発
。
早
不
二
療
治
一
、
遂
成
二
血
痢
一
。
其
共
発
之
病
且
有
二
四

種
一
・
或
咳
嗽
、
或
嘔
逆
、
或
吐
血
、
或
鼻
血
。
此
等
中
痢
是
尤
急
。
宜
下
知
二
其
意
一
能
勤
救
中
治
之
上
・
」

あ
か
も
が
さ

（
９
）

麻
疹
の
奈
良
平
安
時
代
の
普
通
の
名
称
は
赤
斑
瘡
で
あ
っ
た
。
麻
疹
の
病
状
経
過
は
近
代
の
内
科
全
耆
を
見
て
も
こ
の
官
符
の
通
り
で
あ

り
、
初
め
こ
三
日
発
熱
が
あ
り
、
そ
の
後
全
身
に
紅
斑
が
出
て
、
三
四
日
す
る
と
紅
斑
の
為
の
苦
痛
が
頂
点
に
達
し
、
順
調
な
ら
八
日
目
頃
回

あ
か
も
が
さ

復
に
向
か
う
が
、
中
に
は
合
併
症
を
起
こ
す
も
の
が
あ
る
。
従
っ
て
痘
瘡
と
は
随
分
違
う
の
だ
が
、
古
代
で
は
よ
く
混
同
さ
れ
た
。
赤
斑
瘡
と

も
か
さ

い
う
名
称
も
痘
瘡
に
似
て
赤
い
も
の
の
意
で
あ
る
。

以
下
、
『
大
同
類
聚
方
』
巻
之
八
十
五
を
項
目
順
に
見
て
行
く
。

に
．
く

こ
か
さ

ふ
く

ノ
ケ
ク
サ
共
、
又
、
ノ
ケ
ホ
ロ
セ
共
云
う
。
其
ノ
始
メ
ハ
一
身
熱
ク
シ
テ
寒
ヲ
悪
ミ
、
二
日
ノ
後
、
小
瘡
多
ク
発
リ
出
デ
、
色
赤
ク
豊
レ
、

か
さ

膿
マ
ズ
シ
テ
熱
甚
ダ
発
リ
、
飲
食
進
マ
ズ
、
咽
乾
キ
ロ
乾
キ
大
イ
ニ
熱
ヲ
苫
シ
ム
。
八
、
九
日
一
一
至
り
、
後
一
一
瘡
乾
キ
熱
去
リ
テ
愈
１
・
ノ
ヶ

ク
サ
ノ
初
メ
ノ
発
熱
ノ
者
一
一
与
う
ゞ
ヘ
キ
方
。
」

こ
れ
は
通
常
の
経
過
の
麻
疹
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
膿
ま
な
い
と
い
う
こ
と
が
痘
瘡
と
の
一
つ
の
鑑
別
点
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
も
述
べ

て
い
る
。

の
げ
ほ
ろ
し
や
承

こ
の
中
見
出
し
の
下
に
１
１
７
の
小
項
目
が
あ
る
。
小
項
目
の
う
ち
の
薬
名
と
適
応
症
の
部
分
を
掲
出
し
て
、
乃
介
保
呂
之
也
民
が
麻
疹
で

あ
る
と
い
う
考
え
の
も
と
に
検
討
を
加
え
る
。

「
１
中
通
河
瀬
薬

の
け
ほ
ろ
し
や
み

三
、
乃
介
保
呂
之
也
民
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ノ
ヶ
ホ
ロ
シ
病
ニ
テ
熱
甚
ダ
シ
ク
、
悪
寒
シ
、
譜
語
シ
テ
、
身
大
イ
ニ
痛
ミ
苦
シ
ミ
、
舌
二
黄
胎
ア
リ
、
口
乾
キ
食
へ
ザ
ル
者
。
」

こ
れ
も
経
過
が
順
調
で
な
い
場
合
の
麻
疹
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
文
の
中
の
悪
寒
、
譜
語
、
黄
胎
等
は
漢
方
の
用
語
を
取
り
入
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
処
方
の
内
容
に
つ
い
て
は
今
回
は
論
じ
な
い
が
、
こ
の
書
で
は
大
体
複
数
の
生
薬
を
煎
じ
て
服
用
す
る
も
の
が

多
く
、
や
は
り
漢
方
の
影
響
が
色
濃
い
。
平
安
時
代
の
和
方
の
記
述
と
し
て
は
如
何
か
と
思
わ
れ
る
。

ノ
ヶ
イ
モ
病
ニ
テ
、
七
、
八
日
後
モ
熱
ノ
去
ラ
ザ
ル
者
。
」

こ
こ
で
は
ノ
ヶ
イ
モ
ャ
ミ
と
い
う
言
葉
が
出
て
い
る
。
イ
モ
ャ
ミ
或
は
イ
モ
カ
サ
は
痘
瘡
で
あ
る
こ
と
は
後
の
節
で
述
べ
る
が
、
そ
れ
と
の

違
い
を
意
識
し
た
名
称
で
あ
る
。
「
七
、
八
日
後
モ
熱
ノ
去
ラ
ザ
ル
者
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
麻
疹
の
通
常
の
経
過
で
あ
れ
ば
こ
の
辺
で
熱

が
下
る
筈
な
の
に
下
ら
な
い
者
と
い
う
意
で
あ
る
。

６
は
省
略
す
る
。

四
、
痘
瘡
の
名
称
と
性
質

中
国
で
は
古
代
に
は
痘
瘡
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
、
魏
晋
南
北
朝
の
頃
、
外
国
か
ら
伝
わ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
痘
と

（
３
）
（
５
）

い
う
字
は
宋
代
か
ら
現
わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
前
に
は
鋺
豆
瘡
と
か
蚫
瘡
と
か
呼
ば
れ
た
。
『
医
心
方
』
で
は
晴
の
『
病
源
候
論
』

「
７
雑
太
薬

『ミ 「
２
野
口
薬

ノ
ヶ
ク
サ
悉
ク
出
尽
ク
シ
テ
、
初
日
ヨ
リ
四
、
五
日
ノ
時
、
惣
身
脹
リ
痛
ミ
、
食
ハ
ズ
、
大
便
下
り
、
小
便
赤
キ
者
二
与
う
ゞ
ヘ
キ
方
。
」

こ
れ
は
経
過
が
良
く
な
い
場
合
を
述
べ
て
お
り
、
天
平
の
官
符
に
も
書
か
れ
て
い
た
よ
う
に
、
下
痢
は
麻
疹
の
重
要
な
合
併
症
で
あ
っ
た
。

３
，
４
の
小
項
目
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。

薬
名
ナ
シ
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－

「
夫
表
裏
虚
実
、
熱
毒
内
盛
、
則
多
発

其
瘡
形
如
二
碗
豆
一
、
亦
名
二
鋺
豆
瘡
一
・
」

も
か
さ

す
な
わ
ち
、
裳
裾
を
引
き
ず
る
よ
う
に
流
行
す
る
の
で
裳
瘡
と
名
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
語
源
説
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
現
存
の
『
大
同
類
聚

方
』
に
は
こ
の
よ
う
な
記
述
は
な
く
、
痘
瘡
の
和
名
も
モ
ヵ
サ
で
は
な
く
イ
モ
カ
サ
と
な
っ
て
い
る
。

（
加
）
モ
カ
サ

し
か
し
、
モ
カ
サ
と
イ
モ
カ
サ
は
同
じ
と
考
え
て
よ
く
、
平
安
時
代
の
『
和
名
類
聚
抄
』
で
は
蚫
瘡
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
鎌
倉
初
期
の

（
、
）
（
”
）

『
伊
呂
波
字
類
抄
』
で
は
蚫
瘡
程
萄
諦
サ
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
江
一
戸
時
代
の
『
倭
訓
栞
』
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

コ
説
に
痘
家
古
え
戸
を
閉
じ
て
出
で
ず
、
父
母
の
喪
に
居
る
が
如
し
。
よ
っ
て
も
が
さ
と
い
う
と
も
い
え
り
。
又
い
も
が
さ
の
略
、
今
も

い
も
と
称
せ
り
。
忌
の
義
、
痘
家
も
は
ら
忌
事
多
き
を
も
て
な
り
。
」

こ
れ
ら
の
語
源
解
釈
は
い
ず
れ
も
や
や
不
自
然
の
感
が
あ
り
、
納
得
し
難
い
。
そ
こ
で
筆
者
は
イ
ボ
ヵ
サ
↓
イ
モ
ヵ
サ
↓
モ
ヵ
サ
と
い
う
転

（
蝿
）

化
を
想
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ア
セ
ポ
↑
ア
セ
イ
ポ
↓
ア
セ
イ
モ
↓
ア
セ
モ
と
い
う
転
化
と
相
同
の
も
の
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
イ
ボ
と
イ
モ

中
国
の
痘
瘡
は
や
が
て
日
本
へ
も
伝
播
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
わ
が
国
で
の
文
献
上
明
ら
か
な
第
一
次
の
痘
瘡
の
流
行
は
天
平
七
年
（
七
三

（
７
）

五
）
で
あ
り
、
『
続
日
本
紀
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
是
歳
、
年
頗
不
し
稔
。
自
レ
夏
至
〆
冬
、
天
下
患
二
蝿
豆
瘡
一
（
俗
日
裳
瘡
）
。
天
死
者
多
。
」

も
か
さ

裳
瘡
と
い
う
言
葉
も
こ
こ
で
現
わ
れ
て
い
る
。

（
８
）

こ
の
わ
が
国
で
の
痘
瘡
の
初
発
に
つ
い
て
、
古
林
見
桃
は
「
医
療
歌
配
剤
」
の
中
で
『
大
同
類
聚
方
』
を
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

故
名
焉
。
」

ブ

0
0

の
次
の
文
章
を
引
用
し
て
い
る
。
↓

「
夫
表
裏
虚
実
、
熱
毒
内
盛
、
則
多
発
二
蚫
瘡
一
・
重
者
周
二
皿
遍
身
一
。
其
状
如
二
火
瘡
一
。
若
色
赤
頭
白
者
、
則
毒
軽
。
若
色
紫
黒
、
則
毒
重
。

「
痘
瘡
初
病
、
起
し
自
二
聖
武
天
皇
御
宇
一
・
釣
者
遇
二
蕃
人
｜
、
継
二
此
病
一
・
称
二
裳
瘡
一
、
一
児
患
し
之
、
則
一
村
流
行
也
、
猶
二
裳
之
曳
彦
下
、
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中
国
で
は
宋
代
に
痘
瘡
と
い
う
文
字
が
で
き
、
元
明
代
に
は
痘
科
の
臨
床
が
進
歩
し
、
明
代
後
半
に
は
痘
科
の
専
門
医
も
出
現
し
、
右
に
述

（
３
）

べ
た
一
期
三
日
単
位
の
見
方
が
で
き
上
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
大
同
類
聚
方
』
の
イ
モ
ヵ
サ
か
ら
ス
、
ハ
ミ
三
日
ま
で
の
部
分
を
よ
く
読
ん
で
見
る
と
、
そ
う
い
う
三
日
単
位
の
病
期
の

考
え
方
で
解
釈
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
以
下
、
そ
の
検
討
結
果
を
述
べ
る
。

（
９
）

過
す
る
と
さ
れ
た
。

い
も
か
さ
や
み
い
も
ぬ
く
鍬

五
、
以
母
加
差
也
美
、
以
母
奴
久
美
三
日

こ
う
い
う
中
見
出
し
に
な
っ
て
い
る
が
、
イ
モ
ヵ
サ
ャ
ミ
は
痘
瘡
の
総
称
で
あ
り
、
イ
モ
ヌ
ク
ミ
三
日
は
そ
の
中
の
第
二
病
期
の
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
後
の
小
見
出
し
に
つ
く
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

こ
こ
で
は
１
１
４
の
小
項
目
が
あ
る
が
、
１
，
２
が
第
一
病
期
、
３
が
第
二
病
期
、
４
が
第
三
病
期
と
考
え
ら
れ
る
。

は
同
じ
語
源
と
考
え
る
。
バ
行
音
と
マ
行
音
は
相
互
に
転
化
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
イ
は
接
頭
語
で
あ
る
。

さ
て
、
あ
ま
り
治
療
手
段
が
な
か
っ
た
昔
は
、
各
種
の
伝
染
病
は
比
較
的
一
定
の
経
過
を
と
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
故

に
、
前
段
の
麻
疹
の
よ
う
な
推
定
も
成
り
立
つ
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
痘
瘡
も
ま
た
順
調
な
場
合
は
一
定
の
経
過
を
と
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
定
型
的
な
痘
瘡
は
発
熱
期
、
水
庖
期
、
膿
庖
期
、
結
痂
期
、
落
痂
期
を
辿
り
、
し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
大
体
三
日
前
後
の
期
間
で
経

「
１
赤
目
薬

一

「
２
薬
名
ナ
シ

力
く

イ
モ
ヵ
サ
病
一
一
テ
熱
甚
ダ
シ
ク
、
目
ヲ
上
ヲ
霞
シ
、
牙
ヲ
咬
ミ
テ
懐
フ
者
。

モ
モ
ク
サ
ノ
’
一
ツ
メ
ヲ
水
ヲ
以
テ
解
キ
、
イ
モ
ホ
ロ
ヶ
三
日
ノ
者
二
与
フ
・
」

イ
モ
カ
サ
病
一
一
テ
発
熱
シ
、
口
燥
キ
手
ヲ
煉
ル
者
。
」
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イ
モ
ヵ
サ
病
ニ
テ
ー
身
腫
レ
脹
レ
、
膿
豊
カ
ニ
テ
痛
ム
者
、
腫
レ
無
ク
腹
膿
ミ
痒
キ
者
一
一
吉
シ
・
」

こ
れ
は
槇
氏
に
よ
る
書
き
下
し
文
で
あ
る
が
、
筆
者
は
こ
れ
に
対
し
て
異
論
が
あ
る
。
こ
こ
の
原
文
は
「
以
母
加
左
病
一
身
腫
脹
膿
豊
痛
者

、

吉
無
腫
腹
膿
痒
者
」
で
あ
る
の
で
、
「
イ
モ
カ
サ
病
一
一
テ
ー
身
腫
レ
脹
レ
、
膿
豊
カ
ニ
テ
痛
ム
者
〈
吉
シ
、
腫
レ
脹
レ
（
腹
は
誤
り
と
考
え
る
）

無
ク
、
膿
痒
キ
者
（
に
与
え
る
処
方
）
」
と
解
き
た
い
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
痘
瘡
は
水
庖
が
順
調
に
腫
脹
し
て
化
膿
す
れ
ば
予
後
佳
良
で

あ
り
、
あ
え
て
薬
を
与
え
る
必
要
も
な
い
と
さ
れ
た
。
こ
の
場
合
は
そ
れ
が
順
調
で
な
い
者
に
与
え
る
処
方
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
ぽ
み

膿
庖
期
に
続
い
て
結
痂
期
、
落
痂
期
と
な
る
の
が
通
常
の
経
過
で
あ
る
。
こ
の
次
に
出
て
来
る
寸
波
美
三
日
と
い
う
の
が
結
痂
期
と
考
え
ら

こ
こ
で
イ
モ
ホ
ロ
ヶ
三
日
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
最
初
の
発
熱
期
に
戦
懐
し
て
、
い
わ
ゆ
る
ヒ
キ
ッ
ヶ
の
状
態
に
な
っ
た
場

．
か
く

ほ
る
け

合
を
指
し
て
い
る
。
「
目
ヲ
上
二
鼠
シ
」
と
読
む
方
が
良
い
と
思
わ
れ
る
。
ホ
ロ
ケ
と
は
傑
気
で
あ
ろ
う
。

発
熱
期
が
終
る
と
出
痘
期
（
水
庖
期
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
先
ず
小
さ
い
点
と
な
っ
て
現
わ
れ
（
見
点
）
、
次
第
に
脹
れ
（
起
脹
）
、
紅
色
に
な

い
も

る
の
が
順
調
な
経
過
で
あ
る
。
前
に
中
見
出
し
に
あ
っ
た
イ
モ
ヌ
ク
ミ
三
日
と
い
う
の
は
こ
の
時
期
の
こ
と
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
痘
が

ぬ
く温

糸
成
長
す
る
三
日
間
で
あ
る
。
次
の
３
は
そ
れ
が
順
調
で
な
い
場
合
を
述
べ
て
い
る
。

「
３
イ
モ
ヵ
サ
病
ニ
テ
身
ノ
熱
去
り
、
面
肘
壁
、
手
掌
一
一
点
ヲ
見
、
心
穏
ヤ
カ
ナ
ラ
ズ
、
痘
ノ
色
悪
シ
キ
者
。
」

こ
こ
で
痘
と
い
う
字
が
出
て
来
る
。
こ
の
字
は
中
国
で
は
宋
代
か
ら
現
わ
れ
た
こ
と
を
前
に
述
べ
た
が
、
日
本
で
は
中
国
の
明
代
に
相
当
す

（
４
）

る
室
町
時
代
以
降
に
見
ら
れ
る
。
鎌
倉
時
代
の
『
万
安
方
』
で
は
瘡
疹
と
い
う
項
目
で
瘡
を
モ
カ
サ
、
疹
を
ハ
シ
カ
と
し
て
い
る
。
南
北
朝
時

（
皿
）
（
鴫
）

代
の
『
福
田
方
』
で
は
豆
瘡
と
い
う
字
を
使
っ
て
い
る
。
安
土
桃
山
時
代
の
『
啓
迪
集
』
で
は
痘
瘡
と
い
う
字
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
痘
瘡
の

病
期
を
三
日
で
一
期
と
す
る
考
え
方
は
な
く
、
明
末
期
の
医
学
が
入
っ
て
来
た
江
戸
時
代
初
期
以
後
の
医
書
に
こ
の
看
法
が
現
わ
れ
て
来
る
。

う
年
つ
き

さ
て
、
水
庖
期
に
続
く
の
は
膿
庖
期
で
あ
り
、
こ
の
『
大
同
類
聚
方
』
で
は
こ
の
次
に
宇
美
豆
支
三
日
と
い
う
小
見
出
し
の
項
目
が
あ
る
。

「
膿
ツ
キ
三
日

４
佐
嘉
薬

275 （17）



れ
る
。イ

モ
カ
サ
病
ヲ
抓
ミ
破
り
、
黒
色
二
乾
燥
シ
、
煩
悶
咬
牙
シ
、
曙
ノ
悪
臭
修
メ
難
キ
者
。
」

よ
う

こ
の
最
後
の
部
分
の
原
文
は
「
悪
臭
難
修
鴨
者
」
な
の
で
、
筆
者
は
こ
れ
を
「
悪
臭
シ
、
修
鴨
シ
難
キ
者
」
と
読
み
た
い
。
何
故
な
ら
ば
、

え
く
ぼ

痘
瘡
は
膿
庖
が
漸
次
収
縮
し
て
（
し
ぼ
ん
で
）
唇
を
形
成
す
る
の
が
順
調
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
こ
の
結
痂
期
は
收
曙
期
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ

（
賂
）

の
言
葉
は
漢
方
に
由
来
す
る
が
、
蘭
方
に
も
用
い
ら
れ
、
緒
方
洪
庵
訳
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。
な
お
痘
瘡
の
病
期
は
「
扶

氏
」
に
お
い
て
も
三
日
単
位
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

２
の
落
痂
期
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。
こ
れ
で
痘
瘡
の
病
期
が
一
通
り
終
る
。

六
、
寸
波
美
三
日

す
ぼ

槇
氏
は
こ
れ
を
窄
み
で
あ
ろ
う
か
と
書
い
て
い
る
が
、
筆
者
も
そ
れ
に
賛
成
で
あ
る
。
す
ぽ
む
或
は
し
ぼ
む
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
た
だ

し
、
槇
氏
は
こ
れ
を
単
独
の
疾
患
と
考
え
て
水
痘
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
筆
者
は
こ
れ
を
痘
瘡
の
結
痂
期
三
日
と
考
え
る
。
小
項
目
の

１
が
結
痂
期
、
２
が
落
痂
期
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
経
過
が
順
調
で
な
い
場
合
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

１
が
結
痂
期
、
・

ふ
た
な
り

「
１
鴨
作
薬う

み
づ
り
く
さ

七
、
宇
美
豆
利
久
差

こ
れ
は
膿
ヅ
リ
ク
サ
で
あ
り
、
前
の
イ
モ
ヵ
サ
ャ
ミ
と
は
違
う
名
称
だ
が
、
声
強

に
よ
っ
て
お
り
、
病
期
に
つ
い
て
の
考
え
方
も
違
っ
て
い
る
。

先
ず
小
項
目
の
１
は
痘
瘡
の
全
経
過
を
述
べ
て
い
る
の
で
や
や
長
い
文
で
あ
る
。

’
１
山
田
薬

１

す
ば
み

こ
れ
も
痘
瘡
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

前
の
項
と
は
別
の
伝
本
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ウ
ミ
ヅ
リ
ク
サ
悉
ク
膿
出
デ
、
腫
レ
テ
熱
ク
、
卒
一
二
身
ノ
瘡
上
痒
ク
シ
テ
忍
ビ
ズ
。
之
ヲ
抓
メ
尋
〈
血
流
し
出
シ
、
皆
瘡
上
乾
キ
愈
エ
テ
、

息
短
ク
ロ
乾
キ
湯
水
ヲ
好
ミ
、
身
懐
上
小
便
赤
ク
、
大
便
遠
ク
危
フ
キ
者
ノ
方
也
。
」

こ
れ
は
膿
萢
期
の
後
の
結
痂
期
の
経
過
が
悪
い
場
合
を
述
べ
て
お
り
、
前
の
項
の
ス
バ
ミ
三
日
の
所
と
ほ
ぼ
同
じ
症
状
で
あ
る
。

ゥ
ミ
ヅ
リ
ク
サ
ノ
初
発
ノ
後
、
瘡
出
デ
、
赤
色
ナ
ル
ベ
キ
ニ
、
卒
二
灰
色
二
変
ハ
リ
テ
、
息
重
ク
熱
甚
ダ
シ
キ
者
二
大
イ
ニ
験
ア
ル
方
。
」

こ
れ
は
病
期
の
順
序
か
ら
い
え
ば
逆
で
あ
り
、
出
痘
期
（
水
庖
期
）
の
経
過
が
良
く
な
い
場
合
を
述
べ
て
い
る
。
前
に
出
て
い
た
イ
モ
ヌ
ク
ミ

三
日
の
経
過
が
悪
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
が
順
調
に
膿
庖
に
な
ら
な
い
と
致
命
率
が
高
か
っ
た
の
で
あ
る
。

５
，
６
は
こ
れ
と
同
じ
症
状
に
対
し
て
別
の
処
方
を
あ
げ
て
い
る
。

ノ
ケ
ク
サ
｜
一
似
テ
、
別
ニ
ウ
ミ
ヅ
リ
ク
サ
ト
云
う
者
ア
リ
。
其
ノ
ウ
ミ
ヅ
リ
ク
サ
ヲ
治
ム
ル
’
一
用
フ
。
ウ
ミ
ヅ
リ
ク
サ
ハ
惣
身
熱
発
リ
、
身

フ
ル
ヒ
テ
寒
ヲ
悪
ミ
、
一
身
二
赤
キ
小
瘡
現
ハ
レ
出
デ
、
四
、
五
日
ノ
後
二
至
り
皆
膿
ミ
腫
レ
、
高
ク
肌
腫
し
太
り
満
チ
、
面
上
、
頭
頂
一
一
重

ク
、
六
、
七
日
ニ
シ
テ
瘡
上
ノ
膿
乾
キ
、
痂
ヲ
生
ズ
。
其
ノ
後
〈
五
、
六
日
二
乾
キ
愈
１
・
ウ
ミ
ヅ
リ
ヵ
サ
ノ
初
メ
テ
発
ル
ー
与
フ
ベ
キ
方
。
」

こ
こ
で
は
病
期
の
三
日
単
位
の
考
え
方
を
し
て
い
な
い
が
、
言
っ
て
い
る
内
容
は
同
じ
で
あ
る
。
痘
瘡
の
順
調
な
経
過
に
つ
い
て
述
べ
、
ノ

ケ
ク
サ
（
麻
疹
）
に
似
て
い
る
け
れ
ど
違
う
と
い
う
こ
と
も
言
っ
て
い
る
。

「
４
薬
名
ナ
シ

「
２
タ
ナ
ク
ラ
薬

「
３
車
見
薬

ウ
ミ
ッ
キ
瘡
ノ
初
メ
テ
発
リ
タ
ル
ト
キ
、
悪
寒
シ
懐
フ
者
二
与
フ
ベ
キ
方
。
」

こ
れ
は
前
に
出
て
来
た
イ
モ
ホ
ロ
ヶ
三
日
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
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従
っ
て
、
『
大
同
類
聚
方
』
が
平
安
初
期
に
、
麻
疹
と
痘
瘡
に
対
し
て
こ
れ
だ
け
精
確
な
記
述
を
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

（
１
）

こ
の
部
分
だ
け
か
ら
見
て
も
、
富
士
川
等
の
指
摘
の
通
り
江
戸
時
代
の
述
作
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
和
方
家
の
立
場
の
人
で

漢
方
に
も
か
な
り
通
暁
し
た
も
の
が
作
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
伝
写
の
過
程
に
お
い
て
一
部
錯
簡
を
生
じ
た
模
様
で
あ
る
。

現
存
『
大
同
類
聚
方
』
の
全
て
の
記
述
に
わ
た
っ
て
そ
の
書
か
れ
た
時
代
を
推
定
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
な
お
古
い
伝
承
が

一
部
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で
き
ず
、
今
後
の
課
題
と
考
え
る
。

以
上
述
べ
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
『
大
同
類
聚
方
』
の
巻
之
八
十
五
は
麻
疹
と
痘
瘡
の
巻
で
あ
る
。
中
国
の
医
書
で
も
こ
れ

ら
は
痘
疹
と
し
て
一
緒
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
一
つ
た
。
痘
は
痘
瘡
、
疹
は
麻
疹
で
あ
る
。
わ
が
国
の
医
書
で
も
、
鎌
倉
時
代
か
ら
安
土
桃

山
時
代
ま
で
は
大
体
に
お
い
て
宋
元
医
学
を
踏
襲
し
て
、
痘
瘡
と
麻
疹
を
一
つ
の
項
目
で
取
り
上
げ
、
そ
の
異
同
を
問
題
に
し
て
い
る
が
、
痘

瘡
の
病
期
に
よ
る
看
法
、
治
方
を
説
く
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
な
さ
れ
た
の
は
明
末
の
蕊
廷
賢
や
朱
巽
の
医
説
が
入

（
３
）

っ
て
来
た
江
戸
時
代
初
期
以
後
で
あ
る
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

八
、
結
び

「
続
日
本
紀
」
延
暦
一
六
（
七
九
』

原
南
陽
「
医
事
小
言
」
よ
り
引
用

北
本
治
編
『
臨
床
内
科
全
書
、

富
士
川
瀞
『
日
本
医
学
史
』
初
版
、
明
治
三
七
、
形
成
社
、
昭
和
四
七

槙
佐
知
子
『
全
訳
精
解
大
同
類
聚
方
』
平
凡
社
、
昭
和
六
○

富
士
川
勝
『
日
本
疾
病
史
』
初
版
、
明
治
四
五
、
平
凡
社
、
昭
和
四
四

原
南
陽
『
叢
桂
亭
医
事
小
言
』
文
化
二
（
一
八
○
五
）
版

丹
波
康
頼
撰
『
医
心
方
』
永
観
二
（
九
八
四
）
撰
進
、
安
政
六
（
一
八
五
九
）
版
、
新
文
豊
出
版
公
司
、
民
国
六
五
（
一
九
七
六
）
復
刻

第
師
回
日
本
医
史
学
会
総
会
、
一
般
講
演
、
中
村
昭
「
多
聞
院
日
記
に
お
け
る
皮
膚
疾
患
・
化
膿
性
疾
患
の
検
討
」
昭
和
六
○

『
続
日
本
紀
」
延
暦
一
六
（
七
九
七
）
撰
進
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
六

参
考
文
献

第
、
巻
、
感
染
性
疾
患
』
金
原
出
版
、
昭
和
四
五

rL
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ｰ

目
』
］
①
ず
○
○
宍
ｇ
ｏ
丘
］
卸
も
四
目
①
、
⑦
で
馬
ｍ
ｏ
ｐ
宮
５
易
。
堅
庁
ユ
《
《
己
回
丘
○
局
昌
昏
巨
豈
○
〉
）
芝
ｇ
ｏ
ｏ
目
巨
庁
旦
旨
号
①
曽
匙
目
①
胃
島

ロ
画
昼
Ｏ
ａ
ｇ
シ
・
ロ
・
）
旨
号
の
国
①
量
目
胃
門
さ
具
西
○
葛
⑦
ぐ
９
》
善
①
○
烏
侭
冒
巴
ウ
○
臭
き
閉
８
○
口
］
○
鷲
四
口
ｑ
昼
⑦
百
．
ゆ
め
①
具
厨
曽
酌

夛
『
ず
甘
彦
四
円
①
画
く
回
竺
脚
す
」
①
舜
○
ロ
、
画
吋
の
切
煙
』
Ｑ
骨
○
ヶ
①
○
南
口
二
ケ
』
○
口
吻
門
①
鹿
四
ケ
竺
倖
ぐ
．、

昌
彦
の
凹
匡
〔
｝
〕
○
門
胃
匡
Ｑ
肘
且
岸
〕
①
“
、
骨
｝
］
○
彦
四
℃
許
①
吋
○
由
（
ず
営
め
ず
○
○
斤
四
目
Ｑ
ぐ
①
昌
卸
①
ユ
庁
参
画
骨
斤
言
①
○
豈
騨
も
〈
⑤
吋
諄
国
“
ユ
①
ぐ
○
岳
①
Ｑ
計
○

目
①
農
庁
、
○
局
ぐ
秒
吋
５
両
〕
言
茸
の
壷
も
崗
○
ぐ
①
Ｑ
８
ヶ
①
Ｑ
①
、
９
号
①
ｇ
８
Ｏ
屋
吋
農
８
日
い
ぼ
目
の
巨
弄
）
坤
○
目
四
吋
四
号
曾
冒
○
・
①
屠
口
再
○
８
館
蜀
四
‐

へへへ

161514
ｰ嘗習

（
叩
）
源
順
『
和
名
類
聚
抄
』
延
長
（
九
二
三
’
九
三
○
）
頃
撰
進
、
元
和
三
（
一
六
一
七
）
版

（
ｕ
）
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
鎌
倉
初
期
成
立
、
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
昭
和
三

（
理
）
谷
川
士
清
「
倭
訓
栞
」
江
戸
末
期
刊
、
「
古
事
類
苑
、
方
技
部
」
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
二
、
よ
り
引
用

（
蝿
）
熱
沸
瘡
と
い
う
字
に
対
し
て
『
和
名
類
聚
抄
』
は
ア
セ
モ
、
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
は
ア
セ
ポ
と
訓
を
つ
け
て
い
る
。
又
、
ア
セ
イ
ポ
、
ア
セ
イ
モ
は
方

「
有
林
福
田
方
」
著
作
年
代
不
詳
、
南
北
朝
期
と
い
わ
れ
る
。
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
昭
和
十
一

服
部
敏
良
「
室
町
安
土
桃
山
時
代
医
学
史
の
研
究
」
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
六

緒
方
洪
庵
訳
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
江
戸
末
期
、
写
本

（
神
奈
川
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ヱ
争
業
団
七
沢
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
）

言
に
残
っ
て
い
る
。

シ
の
ｇ
・
望
昌
〕
言
①
閉
房
の
四
口
Ｑ
ぐ
胃
旨
匿
旨
建
昂
弔
忌
認
昌
目
①
嵐
の
具

↑
《
ロ
臼
ｇ
ｏ
【
巨
厨
彦
巨
壷
Ｑ
，

す
ぎ

シ
置
冒
ｚ
シ
尻
少
冒
｛
口
演
ン
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So,theauthourpresumesthatthechapterwaswrittenintheearlyEdoperiod(17thC.)and
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